○普代村空き家情報バンク制度要綱
平成20年１月25日告示第２号
普代村空き家情報バンク制度要綱
（趣旨）
第１条　この要綱は、普代村における空き家情報の有効活用と定住促進による地域の活性化を図るため、必要な事項を定める。
（定義）
第２条　この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ各号に定めるところによる。
(１)　空き家
村内に存在し、個人が居住を目的として建築し、現に居住していない（近く居住しなくなる予定のものを含む。）建物をいう。
(２)　空き家情報バンク制度
空き家登録者及び空き家利用希望者に対して空き家に関する情報提供を行なうシステムをいう。
(３)　所有者等
当該空き家に係る所有権又は売却若しくは賃借を行なうことができる権利を有する者をいう。
（適用上の注意）
第３条　この要綱は、空き家情報バンク制度以外による空き家の取引を規制するものではない。
（空き家の登録申込等）
第４条　空き家情報バンク制度による空き家に関する登録を受けようとする所有者等（以下「申込者」という。）は、空き家情報バンク登録申込書（様式第１号）を村長に提出しなければならない。
２　村長は、前項の規定による登録の申込みがあったときは、その内容を確認のうえ、空き家情報バンク登録台帳（様式第２号。以下「空き家台帳」という。）に登録しなければならない。
３　村長は、前項の規定により登録したときは、空き家情報バンク登録通知書（様式第３号）により当該申込者に通知するものとする。
（空き家の登録事項の変更）
第５条　前条第３項の規定による通知を受けた者（以下「登録者」という。）は、登録事項に変更があったときは、空き家情報バンク登録事項変更届出書（様式第４号）を村長に提出しなければならない。
（空き家情報の登録の抹消）
第６条　村長は、当該空き家に係る所有権その他の権利に異動あったとき、又は登録者から空き家情報バンク登録抹消届出書（様式第５号）の提出があったときは、当該空き家情報登録を抹消するとともに、空き家情報バンク登録抹消通知書（様式第６号）により登録者に通知するものとする。
（空き家利用希望者の申込み等）
第７条　空き家情報バンク制度を利用し、空き家の紹介を受けようとする者（以下「利用者」という。）は、空き家情報バンク利用申込書（様式第７号）を村長に提出しなければならない。
（情報提供等）
第８条　村長は、前条の規定による申込みがあったときは、その内容を確認のうえ、利用者として適当であると認めるときは、必要に応じて空き家台帳に登録された情報を提供するとともに、その状況を空き家台帳に記載するものとする。
２　村長は、登録者及び利用者が行なう空き家の売買、賃借等の交渉及び契約について、直接これに関与しない。
（個人情報の取扱い）
第９条　利用者は、次の各号に定める事項を遵守しなければならない。
(１)　情報バンクから知り得る個人情報（以下「個人情報」という。）を第三者に漏らし、又は不当な目的のために利用しないこと。
(２)　個人情報の漏えい、滅失及びき損することのないよう適正に管理すること。
(３)　保有する必要がなくなった個人情報を確実かつ速やかに廃棄すること。
(４)　個人情報の漏えい、滅失及びき損の事実が発生した場合は、速やかに村長に報告し、その指示に従うこと。
（補則）
第10条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。
附　則
この要綱は、公布の日から施行する。
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[image: ]
1/1
image5.png
EEXFERA LT EREERLEE

# A 8
e
& P
= D
sHES () —

EEFIEH L) BRERCER IR T 2R EREL D O TRIHET.

ERES B i

FiEOEE




image6.png
ERAR Ll

EE R BRREENE

EEFIEH L) EREROBRENOEECL VHFELILZOTEML T,

ERES B i

FiEOEE




image7.png
EEFREEA I FEHEAE

# A 8
e
& P
= @
sHES () —

EEFFEN Y EHAL, EEROBAERI 20 OT, KOLBIHLAKTT,

oA B #
B &
£ W #
A E o
L
[RIEES: A CRAEED.)
BRES B K
7 Bwmh v
4 BEILEe (F& M/ R B&% 2
BEEH FREE

BAERETAE 5
EROBHREFSL
BEERORM

BRAE A FEREFLE Y HETT
BRAE A FEREFLE Y HETT

7
7
Ko BT RFAE 4 IEFLE v FETE
7
7

Kk o EEKkEE v (AWM
B EEET A &

w2 F o3

EERLEY $73- ¢ P
HEORREERLE > LHAS, HRFABORESRBYI RSV T A,
T COHETERERCo. T, ILE SFFREMCT > THEL, RLTH

DEMHAT BT LEBHVEC A,





image1.png
EEFEEN LD BBREAE

# A 8
e
HiAE & BT
= @
sHES () —

EEXFERA LI BB LECO T, HEOREEERLEEROL BY B UAKE
Fo

FAEORANG| 7 HRECERONEE { WROREE 5 Tl
S B0 | ERHE W B0
B o7 T B G
z BE T Eofs( )
15 B —
I e
WL o
FELE ] o
EERORR ERER el
w|E 5|7 mHEY 1 FREALE v AETE
% 2|7 AR 1 FaEhsE v AR
5[k SH| 7 pAmE { TEHLE v FmTE
VA7 Kk A M v CERY
#awg|y & ( amEm o
FEENCEE %= &
" ® m
FH AA D57 Tl { AR v LEBTER
m owx = FF Hn was £}
ToMEESE

ook ok BOE B
ERHABORHREAERVEH VLA,
Fz, HAOFREL BSHRELIEFFERC I NIAET SRMEMEMET 22





image2.png
ZxRBEE NV EHRE K
EHRE S R = £ ] El
) BEES| ( ] -
HEEOWEE| E P
PR | 7 RHROBMONEE  BYOREE v Foff
B 7E M | ERAE HFIFE 2
B @7 &E [ EH Y EHGARE T BB 4 Toft ( ]
W BT K A avyU-t v Eof ( ] [EEd
BotERE of | FREERE o | REFRTE P& .
B R|7 BHET o FRErFLE v HETE
EEFORR H 2|7 BRIAET o FEREEALE v FIETE
HBEE| ok |7 BFIAEET o TEFLE v HETE
ML T okt A BSOSk v (BEY
BRE|7 B ( HESW A &
R £ ]
RS
AR O KRR T RIARE o MEEREN Y RBERHERLE
ZH - BEOR |7 T A BE v FESTHH
B H-x E|wm H HlE & M/ R Ba% [l
TofMBEERE
EMNEES R AHE|E A EREBATRGRE ABER %
] # A H & # H H
o mE # A H & # H H
164842 #f o RIR ® = % A & T = = 7 &
] # A H & # H H
® # A H & # H H





image3.png
ERAR Ll

EEXRERA VY BHREHE

# A HHNYTHAROHY ILEREETIRECOW T, ESTIER
Ny Y ERERICERLILEOTEN LI,




image4.png
EEFEEN ) ERFALERLE

# A 8
e
& P
= @
sHES () —

EEFERN VY ERERCEREN T AFTEEESH Y ILEOTRIETT,




